











































The Research Institute for Innovation Management, HOSEI UNIVERSITY 










Human Resource Development 
for Global Business Activity: 






























Human Resource Development for Global Business Activity 























This article discusses importance of corporate education in business management.  It focuses 
over-the-counter drugs market.  It deals with the case of Hoshi Pharmaceutical Corporation which produced 
and distributed products into the market from 1906 to 1933.  The company developed nation-wide chain 
store in Japan.  This article also focuses on Hajime Hoshi who founded that company.  Analysis method is 
mainly based on Hoshi University’s history, his critical biography and his analects. Hajime Hoshi founded 
that university. 
He was inspired by western culture and civilization in his young age while he worked as a primary school 
teacher.  Under the influence of western culture and civilization, he moved to Tokyo where the center of 
Japanese culture and civilization was.  After Hoshi graduated Tokyo Commercial School, he moved to the 
United States.  In the U.S. Hoshi worked as a house keeper in the middle class families to earn academic 
 2 
fees.  He also learned the demanding of them.  Meanwhile, he recognized the importance of advertising 
through managing publishing companies. 
After he returned to Japan, Hoshi founded pharmaceutical company which focused on producing 
over-the-counter drugs based on his experiences in the United States.  Hoshi made it a stock company 
afterward.  He spent many assets on advertising and spread the catch copy “Kusuri ha Hoshi (Hoshi’s drugs 
are the best)” that attracted people’s attention.  He adopted enlightening education program for accelerating 
the growth of sales network to improve his firm’s performance. 
Hoshi’s education process was propelled under the concept that prioritizing development of human 
resources which takes long time and costs many assets. This effort played a major role in expanding sales 
network which drove growth of the firm. 
 
































































年 売薬印紙税額（円） 売薬営業者数 
1901 （明治 34） 1,211,630 N/A 
1902 （明治 35） 1,231,220 N/A 
1903 （明治 36） 1,236,158 N/A 
1904 （明治 37） 1,189,414 N/A 
1905 （明治 38） 1,371,333 N/A 
1906 （明治 39） 1,454,567 N/A 
1907 （明治 40） 1,694,517 N/A 
1908 （明治 41） 1,797,216 N/A 
1909 （明治 42） 1,813,856 N/A 
1910 （明治 43） 2,028,789 35,255 
1911 （明治 44） 2,124,470 36,859 
1912 （明治 45/大正元） 2,239,379 38,495 
1913 （大正 2） 2,318,891 40,041 
1914 （大正 3） 2,353,682 40,950 
1915 （大正 4） 2,367,059 37,565 
1916 （大正 5） 2,737,860 35,932 
1917 （大正 6） 3,361,290 35,243 
1918 （大正 7） 4,489,860 35,385 
1919 （大正 8） 6,591,943 35,201 
1920 （大正 9） 7,964,151 34,552 
1921 （大正 10） 8,795,588 34,491 
1922 （大正 11） 7,081,923 30,209 
1923 （大正 12） 9,691,219 37,333 
1924 （大正 13） 10,449,131 37,655 










ており、「開戦 6 日後の 8 月 3 日の付新値表によると 7 月 1 日のそれに対し，次硝酸
蒼鉛・サントニンほか，大部分の薬品は 20%～30%高を示し，石炭酸・ホルマリンは
大きく 2 倍に跳ね上がっている. さらに 1 週間後の 8 月 9 日付新相場では，平均 50～
60%高で，特に当時戦争といえばすぐに思惑の対象となり，その相場が最も敏感に反
応するといわれていた爆薬の材料グリセリンは，2 週間ほどの間に 158％高となり，
また重曹も 150%に急騰した. 日時の経過とともにアスピリン等も 1 円 20～30 銭から












年 医薬 売薬 医薬＋売薬 医療材料 
1909(明治 42)年 N/A N/A 7,166 398 
1914(大正 3)年 N/A N/A 19,902 1,424 
1919(大正 8)年 15,809 23,566 39,375 3,207 
1920(大正 9)年 20,007 31,219 51,226 4,262 








































































































































p.29）と決心した。行商を始めるにあたり、神田の古書店で 1 冊 5 厘、1 銭、2 銭とい
う値段で売られていた古本を 2 円分購入し、その運搬と移動の為の中古自転車を 3 円









































私立東京商業学校を卒業し、日本各地を旅行した星は 1894 年 10 月に米国サンフラ
ンシスコに到着し、現地の福音会に身を寄せた。福音会とは 1877 年 10 月、アメリカ
在住の日本人クリスチャンによって組織された団体である。在米日本人団体として設
立された組織で、宗教活動だけでなく、身よりのない在米日本人苦学生の救済活動に
力を入れていた。宿泊所を経営しており、宿泊のみで 10 セント、食事 3 食で 30 セン
トであり、1 ヶ月 9 ドルで生活出来た。 
紹介状の宛先である珍田捨巳は星と入れ違いの形で帰国していたが、星には渡米後

































ろう，そしてそれは世界に於ての或るもの」（I will do something and something in 
the world.）」（星薬科大学史編纂委員会編，1991，p.6）、「「死は来たれ，彼女は私が
既に準備が出来ていることを見出すであろう」（Death may come, she will find me, I 



















































































































































































































めるとともに、販売組織として星チェーンストアを作り、1 町村に 1 店舗の割合で販
売特約店を募った。特約店になる事を希望する事業主は最初に 25 円を振り込み、星製















































を 3 年で終えただけの人間および社会人を含んでいた。また 3 年後の 1917 年には工










また 3.3 でも述べた通り、1921 年、教育部を発展させた市郡元売捌講習会が星製薬
本社および同年 8 月に完成した星製薬商業学校寄宿舎講堂で行われた。大崎の工場近













図１に講習会および商業学校卒業者数の累計を示す。講習会は 1921 年 10 月から開
催された。図に示した通り、年間一定数の卒業者を輩出している。1922 年には商業学




























目的の 1 つが達成された証明と言える。 
星製薬商業学校では製造から販売に至るまでの薬品知識に加え、政治、社会、商業
道徳についての講義が行われた。星製薬商業学校には「未成年教育として 6 ヶ月卒業






1936年度 受験者総数 合格者数 合格率（%）
受験者 535 99 18.5
本校受験者 54 25 46.3
本校外受験者 481 74 15.4
1937年度
受験者 516 94 18.2
本校受験者 59 36 61.0


























































































































































2) 現在の小学校教員の初任給が 20 万円であり、星が得ていた月給が 6 円であるので、100 円の貯
蓄は約 300 万円と想定できる。 
3) 当時の翻訳本のタイトルは西国立志編。 
4) 糸を抜いて模様を描いた、ハンカチ、テーブルクロス、コースターなど。 
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